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NIBN の理念

創る、挑む、かなえる
～健康長寿の社会を目指して～

・革新に挑戦し、最先端の創薬科学研究により、

知識と技術 を創造します。

・難病を含めさまざまな患者や家族の願いをかなえる

研究開発を推進します。

・健康、栄養および食品に関する研究を通じて、

国民の健やかな未来の創生に挑戦します。

～ 使命 ～
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基盤研

栄養・身体活動
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健栄研

ABOUT US

N I B N 健康を かなえる ささえる 研究所
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研究で人びとの健康を切れ目なく支えたい

病気になったとき、病気になる前そしてその後の健康も支えたい

予防 予後治療

国立健康・栄養研究所 国立健康・栄養研究所医薬基盤研究所

ヘルスサイエンス バイオ・メディカルサイエンス ヘルスサイエンス

すべての人が健康で活力ある社会の実現に向けて
4



再生医療を主に、ゲノム医療やAI 及び
IoT 活用等の未来医療

中之島クロス

彩都／彩都ライフサイエンスパーク

バイオや医薬の研究・技術開発

北大阪健康医療都市

健都のここが他とは違う！ ~産官学民によるまちづくり～

＜ 大阪府内の３拠点と重点領域 ＞

北大阪健康医療都市（健都）の強み

健康・医療

＊健都では、産官学だけではなく市（or住）”民”が参加した

“産官学民”によるまちづくりを進めている。

”民”が参画する仕組みづくり

健都における『地域実証事業』健都ヘルスサポーター（LINE を活用した会員制
度）
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▸ 大阪府内には３つのライフ・サイエンス分野のクラス
ターが集積！

それぞれの拠点が連携し合い、大阪一丸となって
特徴的な産業拠点形成に取り組んでいる。

府内3拠点で連携
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ḱ ḱ
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国立健康･栄養
研究所の紹介
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国立健康・栄養研究所とは
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健康な人たちが、病気を予防し

健康であり続けるために！

ミッション

主 な研究領域
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研究所が作られた歴史的な背景
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研究所に引き継がれるDNA

1920 ～1930 年代 1940 ～1970 年代 1980 ～2000 年代 2010 年以降～
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研究所の活動
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それぞれの時代背景に対応した研究により国民の健康に貢献
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科学的根拠の確立・研究成果の社会への普及

科学的根拠の確立（研究）

ガイドライン・政策提言

社会への普及・貢献

ＮＩＢＮ
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国立健康・栄養研究所の組織

栄養疫学・政策研究センター  ︡ḭ ︡ḭ ︣ ︣ Ḯ
身体活動研究センター  ḱ ︣ ḭ ︢ ḱ ḱ ︣ ︣ Ḯ
臨床栄養研究センター  ḱ ḭ ḱ ︣ ḱ ︣ Ḯ
食品保健機能研究センター  ︣ ḭ ḱ ḱ ︣ ḱ ︣ Ḯ
産官学連携研究センター  Ṅ ︡ḭ ︣ ḭ ḱ ︣ Ḯ
AI 栄養統括研究室  ּך ḭAI ︡ ḭ ︣ ︣ Ḯ
研究企画推進室  ︣ ḭךּ ︣ Ḯ
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食環境整備推進のための産学官等連携

共同研究プロジェクトの立上げ
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2070 τψ ῢ
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2070 χ‰ ᴟ ψ
39%χ

▀ ῢˢ15˙64⅞
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ᵓṁזּ Υ ϣΜπΜϥ
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社会保障給付費の増大

ᵓזּ ЄІГЭχᾢᵦ

社会の持続性を維持するためには、
「支える側」を一人でも「支えられる側」にさせないことが重要な課題

「支える側」の減少が止まらない：社会保障システムの限界
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健康日本２１（第三次）の全体像

https://www.mhlw.go.jp/content/10904750/001158810.pdf 17
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「自己責任」型

「食」を社会インフラとして捉える
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Å ︡
ḭ צּ נּ ṇ

צּ נּ Ḯ

Åֿכ ḭ ḭ健康・栄養政策研究のナショナ
ルセンターである国立健康・栄養研究所と協働して、こう
した科学的データを整備・公表することや、この取組を含
め、健康・栄養政策研究を推進するための環境整備を行っ
ていくֿכ צּ טּ

Å ḭֿכ שּ צּ
שּ אל ḭלּ כֿשּךּ צּ
אל Ḯ 

שּ וֹ  ṕ2021 Ṗ  

国（厚生労働省）に期待される主な取組 

食環境プロジェクトの位置づけ
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ṕ Ṗ

ể ḭ
︣ ḭ כֿלּ ḭ実効性及び持続可能性のあ

る食環境整備を推進し、公衆衛生の向上及び増進を図り、もって国民保健
の向上に資すること ︣ Ḯ

ṕ Ṗ

Ễ ךּףּ אל ḭ ךּףּ
︣ Ḯ

ṡ Ṣ ḭ ︣ ḭNIBIOHN
ṕ ךּףּ ︣ ḮṖ ḭ日本人の栄養摂

取状況の正確な把握のための基盤的研究、日本版栄養プロファイルの実用
化のための研究及び健康的な食事の効果的・効率的な普及・実装方法の研
究等を行い、公衆衛生の向上及び増進による国民保健の向上に向けた研究
等を実施するプロジェクト Ḯלּךּ

ḟḵḀᶼ᷄Ḑ  

食環境整備プロジェクトの目的等
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日本版栄養プロファイリングモデル開発の背景
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日本版栄養プロファイリングモデルで目指すもの
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【概要】日本版栄養プロファイリングモデル(加工食品版)
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日本版栄養プロファイリングモデル(加工食品版) の特徴
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【概要】日本版栄養プロファイリングモデル料理版
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麺類などでは食べ方でスコアが変わる設計
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ḟḵḀᶼ᷄Ḑᶍ ᴴ

自然に健康になれる持続可能な食環境づくりエビデンスに基づいた食環境づくり

本プロジェクトが目指す目標

ᶽḛḏḻḁᶍ1ᶃᶍ ᴴḌᴻḳᶇᵶᶅᶍ
♁ ḟḵḝᶶᶹḲḻ᷅ḪḏḳN֩PM)

ḟḵḀᶼ᷄Ḑᶍ

ă שּ ᶊᵩᵣᶅ

R6 9  NPM

Ĥ R7 ᶱNPM ᶗ

＜R5～R7年度＞

ḱ ṇ ṇ WG
ḱ ṇ WG
ḱ WG
ḱ ṇ WG

厚生労働省が目指す目標

ῡ ˮꜛ τὲῴτσϦϥⱱ ᴦ σ ḕẽξΨϤχ τΰΪθᾁ ᵓ˯Ϭם☼

ˮὲῴ πⱱ ᴦ σ ḕẽ ϱИЄϯЎУ˯

ˣHPΤϣ  https://sustainable-nutrition.mhlw.go.jp/about
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ᴬᶘ ₢ẤτṁξΨ
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ὲῴτσϦϥ
ЯДиχ 

▀ᶘḂπẶ ΰθ
ˮ ˯ϬϜρτ
םᵓזּ ϒ

Ϝ︡Ϥ▪ήσΜ
ˮ ЯДи˯Ϭ

ᵦτ

産（実装）官（制度）学（科学的根拠）民（選択）の連関 → 社会を動かす



׃ הׅׅ ׂ ⱳ ׃֩ הׂׅ ׂ ֪

当日約270 名参加
31
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